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着色時の取り扱いのご案内

潰癌性大腸炎治療剤 

AjタP注腸 1
. g
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます｡
平素は格別のご高配を賜 り厚 く御礼申し上げます｡

さて､潰癌性大腸炎治療剤 ｢ペンタサ㊧注腸 1g｣につきまして､着色時の取 り扱いを下記のとお

り､ご案内申し上げます｡
先生方にはお手数をお掛けしますが､ご理解の程､何卒宜 しくお願い申し上げます｡

敬白

記

● 本品は､通常振 り混ぜたとき､白色の懸濁液ですが､患者様から着色の
申し出がございましたら､お手数ですが､直ちに弊社担当者までご連絡
下さい｡

● 本品は､メサラジンの分解を防ぐために､抗酸化剤を添加 し､窒素充て
ん後､アルミピロー包装をしております｡ しかしながら､輸送等による
影響で､稀にアル ミピローがダメージを受け､メサラジンの分解により､
着色が生じることがございます｡
使用時に着色が見られましたら､お取替えさせていただきますo

製造時 着色例




